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VR映像で曲想と音楽の構造との関わりを理解し，音楽のよさや美しさを味わおう 

～VR映像を活用した鑑賞領域の学習の試み～ 

 

1．対象及び指導内容について 

(1)対 象  附属池田中学校 第 3 学年(143 名) 

(2)指導内容について 

ⅰ指導事項： 

  B 鑑賞⑴ 

  ア(ｲ)生活や社会における音楽の意味や役割 

  イ(ｱ)曲想と音楽の構造との関わり 

 ⅱ〔共通事項〕アに示された音楽を形づくっている要素から主に，音色（オーケストラ 

  による音色）および旋律（音のつながり方，旋律線のもつ方向性）を中心に扱う。 

 

2．題材設定の理由 

 昨年度より全面実施となった中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 音楽編（以下「学

習指導要領解説」と記す。）には，音楽科で育成を目指す資質・能力について「生活や社会

の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資質・能力」と規定されている。そして，中央

教育審議会答申に，「生活や社会における音や音楽の働き，音楽文化についての関心や理解

を深めていくことについて，更なる充実が求められる」と記されていることを受け，学習

内容の改善・充実を図る要点の一つとして，「B 鑑賞」に「生活や社会における音楽の意味

や役割」，「音楽表現の共通性や固有性」が示されている。このことと，本校の今年度の研

究テーマ「社会とつながり明日を切り拓く資質・能力」を関連させ，本校音楽科では鑑賞

領域の学習において，音楽的な見方・考え方を働かせながら「音楽と社会のつながり」に

ついて学ぶ場を設定し，求められる資質・能力の育成を図った。そして，本単元では，『ブ

ルタバ（モルダウ）』を鑑賞し，曲想と音楽の構造との関わりを理解することで，生活や社

会における音楽の意味や役割を考え，音楽のよさや美しさを味わう学習を目指すこととし

た。 

 鑑賞領域の学習では，曲想と音楽の構造との関わり，音楽の特徴とその背景になる文化

や歴史などとの関わり，音楽の特徴から生まれる音楽の多様性などについて理解すること，

批評などの活動を通して曲や演奏を評価したり，生活や社会における音楽の意味や役割な

どについて考えたりすること，これらが相互に関連し合うことが求められている。学習指

導要領解説では，このような学習を行うための鑑賞領域の指導内容として，①音楽の素材

としての音，②音楽の構造，③音楽によって喚起されるイメージや感情，④音楽の鑑賞に

おける批評，⑤音楽の背景となる文化や歴史など，５つの観点が示されている。 

 本単元では，上記の５つの観点のうち，①音楽の素材としての音，及び，②音楽の構造

の２つの観点については，VR 映像を活用することで，楽器の材質や形状，発音原理，奏法

などからどのような音であるか捉えさせたり，音楽を形づくっている要素そのものや要素



同士の関連及び音楽全体がどのように成り立っているかなど，音や要素の表れ方や関係性，

音楽の構成や展開の有り様などについて主体的に捉えさせたりするように図った。鑑賞領

域における教材として様々な視聴覚教材が入手できるが，既存の教材は編集者の意図する

視点で作成されるため，生徒が見たい箇所を見て確認することができないのが現状である。

VR(仮想現実)は，CG(コンピューターグラフィックス)や実際の映像などを基にして人工的

に作った環境や技術のことであり，上下左右 360 度の映像を体験できる。また，体の動き

に合わせて視点が変化するため，その空間に入り込んだような没入感が得られるのが特徴

である。VR 映像においては鑑賞者が 360 度見回すことができ，自身が見たいものを見たい

距離で鑑賞することができるため，この特徴を活かして，オーケストラの団員が実際に演

奏している舞台上での視点で，生徒たちが曲想と音楽の構造との関わりについて興味を持

ったことを進んで確認させたいと考えた。本単元では，本大学の「大阪教育大学シンフォ

ニーオーケストラ」と連携し，実際に演奏している様子を VR 映像として録画し，VR や 2D

の動画を FullHD や 8K など高画質，高音質で簡単に楽しめる映像配信プラットフォームで

ある Blinky というアプリケーションを用いて VR ゴーグルや iPad で鑑賞させることとす

る。 

 また，③音楽によって喚起されるイメージや感情，④音楽の鑑賞における批評，⑤音楽

の背景となる文化や歴史など，の３つの観点については，特に，本校が取り組んでいる国

際バカロレア教育（以下「IB」と記す。）の特徴の一つである概念的理解を発達させる探究

学習を通して，生徒同士がお互いに理解したことを伝え合い，協働して意味を構築させる

ように図った。IB が示している概念とは，「大きな考え方」であり，普遍的な原則や考え

方のことを指している。概念は，生徒が個人的，地域的，そしてグローバルな重要性をも

つ課題やアイデアを探究するときの媒体となり，科目の本質を掘り下げるきっかけとなっ

ている。芸術の学習で鍵となる概念は美的感性（Aesthetics），アイデンティティ（Identity），

変化（Change），コミュニケーション（Communication）とされているが，今回は「コミュ

ニケーション」を軸におき，鑑賞領域の学習を通して探究させることとした。 IB の Art 

guide には，「コミュニケーションは、メッセージ、事実、アイデア、シンボルなどのやり

とりや伝達です。そのため、送り手、メッセージ、所定の受け手が必要です。情報や意味

を伝達する活動が「コミュニケーション」にあたります。効果的な「コミュニケーション」

には、共有の「言語」（文語、口語、言葉によらないものも含む）が必要です。芸術におい

てしばしば「コミュニケーション」は、芸術家と受け手の間、または演者の間のメッセー

ジとみなされます。意図的な「コミュニケーション」がなければ、芸術は単なる自己表現

に過ぎません。芸術的意図とは、芸術作品またはパフォーマンスが受け手に与える意図的

な影響であり、芸術家が伝えようとするメッセージです。「コミュニケーション」は、協働、

アイデアの提示や交渉、フィードバックの提供においても重要です。芸術における「コミ

ュニケーション」は、人工品、身体、画像、動き、音、テクスト、視覚資料、音声など、

さまざまな媒体によって行うことが可能です。」というように示されている。本単元の題材

である『ブルタバ（モルダウ）』はチェコ近代音楽創造の父と言われている作曲家である B.

スメタナによって 1874 年に作曲され，6 曲からなる連作交響詩「我が祖国」の第 2 曲に当

たる。この交響詩は，ボヘミアの自然や伝説，歴史に基づいているが，チェコの政治的自

由を求めた独立運動が作曲の動機の根底にあったとされている。このことから，『ブルタバ



（モルダウ）』の作品を通じて，B.スメタナという芸術家と受け手である生徒たちの間にお

ける言葉によらないコミュニケーションから B.スメタナの芸術的意図を探究したり，生徒

同士における言葉によるコミュニケーションから，作品から喚起されたイメージや感情な

どを他者と伝え合い，論じ合ったりすることで音楽文化に対する理解を深めさせたい。 

 以上に述べた５つの観点による指導内容を具体化するために，鑑賞領域における「知識」

に関する資質・能力である「曲想と音楽の構造との関わり」を理解できるようにするため

には，生徒がこれまでの学習より更に詳細に音楽を捉える視点を持ち，音楽の構造につい

てより深く理解できるようにしたい。これまでの鑑賞領域の学習において，生徒たちは音

楽を形づくる要素の視点で音楽の構造を理解することができるようになってきているが，

本単元では，単に音楽の構造がどのようになっているかについて知る，ということに留ま

るのではなく，生徒が感じ取った曲想と音楽の構造との関わりの理解を深められるように

したい。また，「思考力・判断力・表現力等」に関する資質・能力である「生活や社会にお

ける音楽の意味や役割」を考え，さまざまな地域や時代の生活や社会において，多種多様

な音楽それぞれがもつ意味や役割について，更に幅広く，また深く理解できる学習になる

ように留意したい。 

 

3. 単元の目標及び評価規準 

観点 単元の目標・評価規準 
「概ね満足できる」状況（B）と 

  判断するポイント 

観点１  

知識・技能 

曲想と音楽の構造との関わりについて，オ

ーケストラの楽器の役割を通して理解して

いる。 

『ブルタバ（モルダウ）』の曲想や音楽の構造

と作品の背景との関わりに気づき，ワークシー

トに記入している。 

〈ワークシート〉  

観点２  

思考・判

断・表現 

音色及び旋律を知覚し，それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚

したことと，感受したこととの関わりにつ

いて考えるとともに，生活や社会における

音楽の意味や役割について考え，音楽のよ

さや美しさを味わって聴いている。 

①  『ブルタバ（モルダウ）』の音色及び旋律を

知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰

囲気を感受しながら，知覚したことと感受

したこととの関わりについてグループで話

し合ったり，ワークシートに記入したりし

ているか。      〈観察・ワークシート〉 

②  生活や社会における音楽の意味や役割につ

いて考え，『ブルタバ（モルダウ）』のよさ

や美しさを味わい，それについて自分の考

えを発表したり，ワークシートに記入した

りしているか。   〈観察・ワークシート〉 

観点３  

主体的に

学習に取

り組む態

度 

『ブルタバ（モルダウ）』の作曲者の思いや

意図と音楽の構造の関わりや，作品が社会

に与えた影響に関心を持ち，音楽活動を楽

しみながら，探究的に鑑賞の学習活動に取

り組もうとしている。 

ワークシートへの書き込みが，学習内容を理解

した内容であるとともに探究的に行われている

か。              〈観察・ワークシート〉 

 



4. 単元計画 

第一次  ・学習の流れを理解し，『ブルタバ（モルダウ）』の VR 映像を視聴し，曲想や情景と音

楽の構造との関わりに関心をもつ。 

・音色及び旋律を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚

したことと，感受したこととの関わりについて考える。 

1 時間  

（本時） 

第二次  曲想や音楽の構造と作品の背景との関わりについて理解する。 1 時間  

第三次  『ブルタバ（モルダウ）』の作曲者の思いや意図と音楽の構造の関わり，作品が社会に

与えた影響，そして生活や社会における音楽の意味や役割について考える。 

1 時間  

 

5. 本時 

（1）目標 

・『ブルタバ（モルダウ）』の音色及び旋律を知覚し，それらの働きが生み出す特質

や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え

る。                            （観点２の①） 

・『ブルタバ（モルダウ）』の作曲者の思いや意図と音楽の構造の関わりに関心を持

ち，音楽活動を楽しみながら，探究的に鑑賞の学習活動に取り組む。 （観点３） 

（2）展開 

学習過程  学習活動及び内容 指導上の留意点 評価の観点 

導入  ・これまでの鑑賞領域の学習を振り

返り，既習の作品における曲想や

音楽の構造と作品の背景との関わ

りついて確認する。 

・単元の目標は，曲想と音楽の構造と

の関わりを理解するとともに，曲

想と音楽の構造との関わりを理解

し，音楽のよさや美しさを味わう

ことであることを知る。 

・既習の内容を，音色や旋律の働き

を中心に振り返らせる。 

 

 

・本単元では『ブルタバ（モルダ

ウ）』を通して曲想と音楽の構造

との関わりの理解を深めるため

に，生活や社会における音楽の意

味や役割などについて考えるこ

とを確認する。 

 

展開  ・『ブルタバ（モルダウ）』が川の流れ

にそって描かれた作品であること

を知った上で鑑賞し，全体的な曲

想を捉える。 

 

・作品の冒頭の“ブルタバの２つの源

流”の部分の VR 映像を見ながら，

演奏に用いられている楽器の音色

や旋律線の方向性などを知覚し，

それらの働きが生み出す特質や雰

囲気を感受する。また，川のどのよ

・『ブルタバ（モルダウ）』において

川のどのような様子が音楽で表

現されているのか考えながら曲

想を捉えさせる。 

 

・冒頭の旋律を演奏している楽器

を VR 映像から見つけさせて確認

し，音色や音のつながり方，旋律

線の方向性などを確認する。ま

た，曲想との関わりから，それが

“２つの水源”を表現しているこ

 

 

 

 

 

◯ 2 の①及び

□ Aⅰ 

（観察・ワー

クシート） 



うな情景を表現しているのか想像

して感じたことについて他者と話

し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ内で話し合ったことを全

体で発表して共有する。 

 

 

・他の標題の部分も同様に，標題と楽

器の音色や旋律線の方向性などの

要素の働きとの関わりについて理

解する。 

とに気づかせる。 

・必要に応じて，旋律を，オノマト

ペを用いて言葉で表現したり，リ

ズムを手で打ったりするなどし

て，音楽の特徴を感じ取ることが

できるようにする。 

・音色や旋律などの音楽を形づく

る要素のうち，要素のどのような

働きを感じ取って，どのような川

の情景だと感じ取ったのか，知覚

したことと感受したことの関わ

りについて考えるよう適宜助言

する。 

・発表の内容を実際の音源で確認

する場を設定することで，意見の

内容と音楽とを結びつけて確認

できるようにする。 

・それぞれの場面の標題と音楽の

特徴を捉え，全体を通して曲想の

変化を確認させるようにする。 

まとめ ・本時の学習を振り返り，身についた

ことと次回への課題を確認する。 

・それぞれの標題の曲想と音楽の

構造との関わりとの理解を深め，

それらと作品の背景となる文化

や歴史との関わりを理解しなが

ら，作品のよさを探究していくこ

とを伝える。 

◯観点３  

（ワークシー

ト） 

      ※評価の観点の〇は学習指導要領に基づく評価・□は IB に基づく評価 

準備物  VR ゴーグル iPad ワークシート 

    VR 映像(https://share.blinky.jp/s/NDg1Ng) 

 

6．成果と課題 

本単元において，目標である「曲想と音楽の構造との関わりを理解することで，生活や

社会における音楽の意味や役割を考え，音楽のよさや美しさを味わう」ことを通して，音

楽科の目指す資質・能力である「生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と豊かに関わる資

質・能力」を育成することができたと感じている。まず，「曲想と音楽の構造との関わりを

理解すること」に関して，VR 映像を用いて鑑賞したからこそ生徒自身が多くの気づきを得

る様子が見受けられた。『ブルタバ（モルダウ）』の作品の冒頭には“ブルタバの２つの水

源”という標題がつけられている部分があり，それはブルタバ川の暖かい方と冷たい方の

２つのブルタバの最初の源に耳をそばだて，２つの川の合流をたどる場面である。本単元



の導入において，生徒たちに本作品が川の様子を描いている作品だということを知った段

階で音源のみを聴かせている。冒頭の部分の音楽から想像する川の様子として，多くの生

徒が「川の水量は少なそうだ」，「静かな感じがする」と答えていた。次に，そのような川

の様子を想像できたのはなぜなのか，VR 映像を鑑賞しながら音楽の構造を捉えさせると，

オーケストラのいろいろな楽器が，静かでわずかな水量の川を音楽で表現するために，ど

のような旋律や音色を演奏しているのかを VR 映像から見つけ，理解できていることがワ

ークシートの内容から見とることができた。これは，自分が見たいものを，見たい距離で

鑑賞できる VR 映像の特性を活かすことができたからだと考える。 

 

また，フルートの旋律だけでなくハープの音色が弱く演奏されていることに気づいた生

徒は，演奏者の手の動きから演奏しているようだけれど，同時に他の楽器の音色と重なっ

ていることもあり本当に音が鳴っているのかどうかという点が捉えにくく，何度も VR 映

像を見て確認していたことから，これが音源だけだった場合は VR 映像以上に捉えにくか

ったと思われる。同じ気づきに関して，他の生徒は「スメタナは，なぜこのような繊細な

音や音楽でこんなにブルタバ川の様子を表したかったのだろう」という疑問を持ち，作品

の背景に興味を持ってその後の学習に探究的に取り組む姿が見られた。このように，音楽

科の鑑賞領域の学習において，オーケストラのような大勢で演奏している様子を，演奏者

の視点から VR 映像で鑑賞させることによって，音楽の構造を捉えやすく，また生徒自身の

探究的な学びを促す一つのツールとして効果的であることが分かった。 

次に，『ブルタバ（モルダウ）』が社会に与えた影響と生活や社会における音楽の意味や

役割について考える際に，IB の重要概念であるコミュニケーションを軸におき，作品の背



景にある歴史や文化等を捉えたあとに，B.スメタナは『ブルタバ（モルダウ）』にどのよう

な思いを込めて創作したのかということについて考えさせた。今年度はロシアのウクライ

ナ侵攻があったことから，そのことにも触れながら厳しい状況でありながらも音楽家とし

て活躍した B.スメタナの思いを考えさせるようにした。 

 

このように，B.スメタナは抑圧を受ける中でも祖国を思い，音楽家としてその思いを音楽

で表現し，多くのチェコの人々に勇気を与えたのではないかと捉えていた。 

 最後に，本単元の学習を通して感じる音楽のよさや美しさはどのようなものか，また自

分たちの生活や社会において，音楽はなぜ存在し，どのような役割を担っているのかとい

う問いを投げかけた。その解答はさまざまであったが，音楽はコミュニケーションの一つ

のツールであり，言語では伝えられない思いや意図を伝えられる大切な方法であると答え

ている。 



 

このようなワークシートの記述から，本単元を通して，音によるコミュニケーションとし

ての音楽独自の特質を踏まえ，音や音楽によって，人の心情をどのように表現してきたか，

人と人とがどのように感情を伝え合い，共有しあってきたかなどについて，生徒が実感で

きるように一定指導できたように感じる。 

また，オーケストラ作品の鑑賞については，本単元対象生徒は 2 年生のときに『交響曲

第 5 番ハ短調』を鑑賞し，今年度本単元を学習したのだが，これらの学習を経て以下のよ

うなアンケートを実施し，結果を得ることができた。 

 

問 3 のように各楽器の音色の理解

についての授業前後の変化は顕著で

あり，これは VR 映像で鑑賞したから

こそ得られた結果だと考える。また，

問６の結果から，本単元が音楽文化

についての理解を深めるきっかけに

なったと捉えている。 

1 人一台端末を持つ今，本単元で用いた VR 映像のように学びを深めるツールは多様化し

ている。音楽科の学習においても，このような VR 映像をはじめ学びを深める新たなツール

を積極的に活用しながら，音楽科の求められる資質・能力を育成できるよう努めていきた

い。 
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